
 

  
第３次健康づくり計画てんり 

なら健康長寿基本計画（第２期） 第４期奈良県食育推進計画 

［健康増進法］健康日本 21（第三次） ［食育基本法］第４次食育推進基本計画 

第８次奈良県 

保健医療計画 

[成育基本法] 

成育医療等基本方針 

奈良県 

自殺対策計画 

なら歯と口腔の健康 

づくり計画（第２期） 

[自殺対策基本法] 

自殺総合対策大綱 

［歯科口腔保健の推進に 

関する法律］ 

天理市     

 

 

 

 

１ 基本理念 

本計画では、「天理市第６次総合計画」の方針を踏まえ、健康寿命の延伸に向け、市

民が主体的に健康づくりをできるように取り組むとともに、健康を支援する環境づくり

を図り、「すべての市民が健やかで心豊かに生活できる持続可能なまち てんり」を基本

理念として掲げ、計画の推進に取り組みます。 

また、本計画では、人生の各段階（ライフステージ）における健康の課題に対応した

健康を推進します。加えて、現在の健康状態が、これまでの生活習慣や社会環境の影響

を受ける可能性や次世代にも影響を及ぼす可能性があることも踏まえ、個人の生涯を経

時的に捉えた健康づくり（ライフコースアプローチ）についても取り組みます。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
   

 

２ 基本目標 

   
目標指標 方向性 現状値（Ｒ４） 目標値 

健康寿命 

の推移 
延伸 

男性 健康寿命 82.78歳 

平均余命 84.53歳 

女性 健康寿命 85.48歳 

平均余命 89.00歳 

平均余命の増加分を上回る 

健康寿命の増加 

県 国 

＜健康寿命の延伸＞ 
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制度、環境が 

整うと坂道も 

ゆるやかになるね！ 

ヘルスプロモーション:ＷＨＯ（世界保健機構）がオタワ憲章で提唱した、上記の図のような考え方 

２ 歯と口腔の健康づくり 

３ より良い生活習慣を 
基にした健康づくり 

４ こころの健康づくり 

５ 食を通じた健康づくり 

６ ライフステージに 
特化した健康づくり 

１ 母とこどもと家族の 
健康づくり 

（２）禁煙の推進 

（２）女性の健康づくり 

（３）高齢者の健康づくり 

（１）健全な食生活・栄養 

（１）歯科疾患の予防 

（２）安心してこどもを育てられる 
環境づくり 

（１）妊娠・出産・産後の健康づくり 

（３）乳幼児期のこどもの健康づくり 

（２）口腔機能の獲得・維持・向上 

（３）適正飲酒の推進 

（４）身体活動・運動の推進 

（１）生活習慣病の予防 

（２）食育の推進 

（１）こどもの健康づくり 

３ 施策体系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

［ 基本理念 ］ ［ 分野 ］ ［ 基本方針 ］ ［ 領域目標 ］ ［ 基本目標 ］ 
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〇 喫煙が健康に及ぼす害を正しく知り、禁煙できる 
〇 受動喫煙防止に努めることができる 

〇 食育を通じ健康な体づくりができる 
〇 こども頃から健全な食習慣を形成できる 

〇 こどもの頃から歯科疾患にならない習慣を身につける 
〇 定期的にかかりつけ歯科医院を受診することができる 

〇  
〇 乳幼児期のこどもの保護者が、体罰や暴言・ネグレクトによらない子育てを行うことができる 

〇 妊婦が主体的に、健やかな妊娠・出産に向けた正しい保健行動を知り実践することができる 
〇 産婦が家族や地域からの支援を十分に受け、産後の時期を健やかに過ごすことができる 

〇 こどもが健やかに成長できるために、必要な支援（健診・訪問・検査等）を受けることができる 
〇 健康課題のあるこどもが、適切に医療等を受けることができる 
〇 全てのこどもが、感染症を予防できるように、定期予防接種を受けることができる 

〇 自分にあったセルフケアを身につけ、生涯を通じて自分の歯で食べることができる  

〇 飲酒が身体に与える影響を正しく理解し、適正飲酒を心がける 
〇 20 歳未満の人は飲酒をしない 

〇 体を動かす習慣を身につける 

〇  
〇 適正な体重を知り、維持できる 
〇 検（健）診を受診し、生活習慣病の早期発見に努めることができる 
〇 検（健）診結果を活用し、必要時は検査・治療を受けることができる 

〇 天理の食の魅力を知り、地産地消を活用し、環境へ配慮した食生活を送ることができる 

〇 こころの健康を保ち、いきいきと自分らしい社会生活を送ることができる 
〇 家庭や地域、職場等で互いの心身の不調に気づくことができる 



 

 

４ ライフステージ別の健康づくりから見た体系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針 分野 
         目標実現に向けた市民の取り組み 

次世代期（妊娠・出産、乳幼児、学童、思春期（～10 代）） 青壮年期(20～64 歳) 高齢期（65 歳以上) 

母とこどもと 

家族の健康づくり 

妊娠・出産・産後の 

健康づくり 

〇妊娠に気づいたら早めに産科受診をし、妊娠届出を行う 

〇妊婦やその家族は禁煙に努める 

〇妊娠中、困りごとがあれば家族や医療機関・保健センター等へ相談する 

〇家族で出産や子育てについて話し合い、協力して育児をする 

  

安心してこどもを育

てられる環境づくり 

〇こどもの成長・発達経過や関わり方・生活リズムの重要性について知識を深め、 

こどもの発達や発育を促す 
 

乳幼児期のこどもの 

健康づくり 
〇乳幼児健診を活用する 〇適切な時期に予防接種を受ける  

歯と口腔の 

健康づくり 

歯科疾患の予防 
〇かかりつけ医を持ち、歯科健診を受診する 〇毎食後（１日３回以上）に歯磨きする 〇歯間ブラシ等の補助具の活用をする 

〇保護者が仕上げ磨きをする 

〇よくかんで食べる 

〇口腔機能を保つ大切さについて 

知識を深める 
〇口腔機能を保つことの大切さやオーラルフレイルについて知識を深める 口腔機能の獲得・ 

維持・向上 

より良い生活習慣

を基にした 

健康づくり 

生活習慣病の予防 

〇「早寝・早起き・朝ごはん」を実践する 

〇生活習慣病（がん）について正しい知識を深め、早期発見の重要性を理解する 

〇自分の体重をチェックし適正体重をこころがける  

〇定期的に、検（健）診を受診する 

〇「早寝・早起き・朝ごはん」で規則正しい生活リズムを身につける 

〇むやみなダイエットをしない 

〇がん予防行動を実践する 

〇日常的に血圧測定を行い自分の健康状態を 

 意識する 

〇身体の状態にあった、無理のない健康づくりに取り組む 

禁煙の推進 

（たばこ対策） 

〇喫煙・受動喫煙が健康に及ぼす害について知識を深める 〇禁煙を希望する人は、禁煙外来などを利用しながら禁煙に取り組む       〇受動喫煙防防止に努める 

〇20 歳未満でたばこを吸わない 

〇妊娠中・授乳中はたばこを吸わない 
 

適正飲酒の推進 
〇アルコールの弊害を正しく理解する 〇アルコールのことで悩んだら相談する 

〇妊娠中・授乳中はお酒を飲まない 〇20 歳未満の人は飲酒しない 〇適正な飲酒に努める         〇飲酒しない日（休肝日）をつくる 

身体活動・運動 

の推進 

〇ライフステージに応じた運動・身体活動を見つける  〇日々の生活の中で、こまめに体を動かす 

〇幼少期から、家族・友人と体を動かすことを楽しむ 

〇地域のスポーツ活動などに参加し、運動できる機会をふやす 

〇アプリケーションなどを利用し、 

楽しみながら 1日の歩数を意識する 

〇週２回以上運動する習慣をつける 

〇自治会の活動や趣味・地域の催しに積極的に参加し、転倒予防・認知症予防に努める 

〇筋力を維持向上する 

〇地域で誘い合って体を動かす 

こころの 

健康づくり 
こころの健康づくり 

〇悩みや不安を抱えず相談できる 〇十分な睡眠・休息をとり、規則正しい生活を送る 

〇悩みや不安を一人で抱えず、家族・学校・友人・周囲の人に相談する 
〇自分のストレスに気づき、自分にあった 

ストレス解消法を見つける 
〇健康づくりや介護予防のための通いの場等に参加し、人と話す機会をもつ 

食を通じた 

健康づくり 

健全な食生活・栄養 
〇「早寝・早起き・朝ごはん」を実践する  〇家族や友人・地域の人と一緒に食事をすることを楽しむ 〇適正体重を知り維持する 

〇薄味で主食とおかずを良く噛んで食べる 

〇栄養バランスの良い食事・食について知識を深める 
〇野菜摂取・減塩を意識したバランスの良い食事を１日３回規則正しく摂る 

食育の推進 〇食べ物の大切さ、自然や人への感謝を育む 〇野菜の栽培や収穫の機会をつくる 〇地産地消を意識する    〇ボランティアや地域活動に参加し食の大切さ、食生活の智恵、天理の食文化に触れ、伝える 

基本理念  すべての市民が健やかで心豊かに生活できる持続可能なまち てんり 

基本方針 ライフステージ別の市民の主体的な健康づくり＋健康を支援する環境づくり 

基本目標           健康寿命の延伸 

＜基本方針・ライフステージ別の市民の主体的な健康づくり＞ 



 

 

５ 数値目標 

１ 母とこどもと家族の健康づくり 

目標指標 方向性 現状値 目標値 
ライフ 
ステージ 

１ 妊娠11週以内の妊娠届出率 増加 96.7％ 99.0％  

２ 
妊娠届出時に喫煙している妊婦が妊娠８か月アンケート時に
禁煙できている割合 

増加 63.1％ 100.0％  

３ 妊婦歯科受診率 増加 43.0％ 60.0％  

４ 
４か月児健診で「産後、退院してから１か月程度助産師や保
健師等から指導・ケアを十分に受けられた」の質問に対して
「はい」の回答率 

増加 85.6％ 90.0％  

５ 
３歳６か月児健診で生活リズムが整っている（８時以前の起
床かつ22時以前の就寝）児の割合 

増加 91.5％ 95.0％ ○ 

６ 
乳幼児健診で「あなたはお子さんに対し
て育てにくさを感じていますか」の質問
に対して「感じない」の回答率 

４か月児健診 増加 87.9％ 90.0％  

７ １歳６か月児健診 増加 73.1％ 80.0％  

８ ３歳６か月児健診 増加 66.4％ 75.0％  

９ 
乳幼児健診で「あなたはお子さんに対し
て育てにくさを感じていますか」の質問
に「いつも感じる」や「時々感じる」と
答えている者のうち、「育てにくさを感
じた時に、相談先を知っているなど、何
らかの解決する方法を知っていますか」
の質問に対して「はい」の回答率 

４か月児健診 増加 81.4％ 90.0％  

10 １歳６か月児健診 増加 85.2％ 90.0％  

11 ３歳６か月児健診 増加 79.4％ 85.0％  

12 
乳幼児健診で「あなたの日常の育児の相
談相手がいますか」の質問に対して「い
ない」の回答率 

４か月児健診 減少 0.8％ 0.3％  

13 １歳６か月児健診 減少 1.5％ 1.0％  

14 ３歳６か月児健診 減少 2.4％ 2.0％  

15 
乳幼児健診で、家庭で当てはまることに
ついての質問に対して「しつけのし過
ぎ」「感情的に叩いた」「乳幼児だけを
家に残して外出した」「長時間食事を与
えなかった」「感情的な言葉で怒鳴っ
た」「子どもの口をふさいだ」「子ども
を激しく揺さぶった」以外の「いずれに
も該当しない」の回答率 

４か月健診 増加 90.9％ 95.0％  

16 １歳６か月児健診 増加 77.5％ 90.0％  

17 ３歳６か月児健診 増加 69.2％ 75.0％  

18 

健診受診率 

４か月児 増加 97.5％ 100.0％  

19 10か月児 増加 94.8％ 100.0％  

20 １歳６か月 増加 96.3％ 97.0％  

21 ３歳６か月児 増加 94.1％ 97.0％  

22 

健診時の精密検査受診率 

４か月児 増加 93.3％ 100.0％  

23 10か月児 増加 88.2％ 95.0％  

24 １歳６か月 増加 75.0％ 85.0％  

25 ３歳６か月児 増加 75.0％ 85.0％  

26 就学までのＭＲ（麻しん・風しん）２期接種率 増加 86.8％ 90.0％  

 

２ 歯と口腔の健康づくり 

目標指標 方向性 現状値 目標値 
ライフ 
ステージ 

27 過去１年間に歯科健診を受診した人の割合 増加 53.0％ 70.0％  

○こども △女性 □高齢者 



 

 

目標指標 方向性 現状値 目標値 
ライフ 
ステージ 

28 

う歯（むし歯）のな
い児・人の割合 

１歳６か月児歯科健診 増加 98.5％ 99.0％ ○ 

29 ３歳６か月児歯科健診 増加 89.3％ 95.0％ ○ 

30 12歳児 増加 73.1％ 78.0％ ○ 

31 妊婦歯科健診 増加 75.0％ 80.0％ △ 

32 国保歯周疾患健診 増加 Ｒ７年度把握 Ｒ７年度設定  

33 
妊婦歯科健診で歯周疾患のない(ＣＰＩ２以下）
人の割合 

増加 50.0％ 55.0％ △ 

34 １日２回以上歯磨きをする人の割合 増加 80.3％ 90.0％  

35 
60（60～64）歳で24本以上自分の歯を有する人の
割合 

増加 53.1％ 70.0％  

36 80歳で20本以上自分の歯を有する人の割合 増加 28.8％ 40.0％ □ 

37 
３歳６か月児歯科健診でよくかんで食べる児の割
合  

増加 Ｒ７年度以降把握 Ｒ７年度以降設定 ○ 

38 食事を何でもかんで食べることができる人の割合 増加 18～64歳:78.9％ 90.0％  

39 
半年前に比べて固いものが食べにくくなった人の
割合 

減少 75歳以上:26.0％ 20.0％ □ 

 

３ より良い生活習慣を基にした健康づくり 

目標指標 方向性 現状値 目標値 
ライフ 
ステージ 

40 
児童における肥満傾向児（中等度、高度肥満）の
割合（小学５年生） 

減少 
男性:6.0％ 
女性:3.8％ 

減少 ○ 

41 
若年女性のやせ者の割合 
(20～39歳、ＢＭＩ18.5未満)  

減少 
18～39歳 

女性:14.0％ 
10.0％ △ 

42 
適正体重(ＢＭＩ18.5以上25未満）を維持している
人の割合 

増加 

全体:65.1％ 
男性:60.2％ 
女性:71.0％ 

全体:70.0％ 
男性:66.0％ 
女性:75.0％ 

 

43 低栄養高齢者（75歳以上ＢＭＩ20以下）の割合 減少 22.5％ 17.0％ □ 

44 

がん検診 
受診率 

胃がん（40歳以上） 増加 

40～64歳 
全体:41.1％ 
女性:30.6％ 

50.0％ △ 

45 肺がん（40歳以上） 増加 
40～64歳 

全体:50.4％ 
60.0％  

46 大腸がん（40歳以上） 増加 
40～64歳 

全体:51.1％ 
60.0％  

47 乳がん（40歳以上女性） 増加 
40～64歳 

女性:41.4％ 
50.0％ △ 

48 子宮頸がん（20歳以上女性） 増加 
18～64歳 

女性:41.8％ 
50.0％ △ 

49 
過去１年以内に内科的な健康診断を受診した人の
割合 

増加 

全体:71.5％ 
18～39歳:62.0％ 
40～64歳:77.4％ 

全体:77.5％ 
18～39歳:70.0％  
40～64歳:85.0％ 

 

50 たばこを吸っていない人の割合 増加 77.4％ 80.0％  

51 妊娠届出時の喫煙率 減少 5.3％ 2.0％ △ 

52 
適正飲酒（１日あたりの純アルコール摂取量男性
40ｇ（２合）未満、女性20ｇ（１合）未満）がで
きている人の割合 

維持 
男性:90.7％ 
女性:89.8％ 

90.0％ △ 

53 
１回30分以上の軽く汗をかく運動を週２日以上 
１年以上実施している人の割合（18歳～64歳） 

増加 
全体:46.7％ 
女性:43.3％ 

全体:50.0％ △ 

54 
１日の総運動時間(体育除く)60分以上のこどもの
割合 

増加 
小５男子:58.4％ 
小５女子:33.9％ 

60.0％ ○ 

  



 

 

４ こころの健康づくり 

目標指標 方向性 現状値 目標値 
ライフ 
ステージ 

55 
睡眠時間が十分に確保できている（睡眠時間が６
～９時間、60歳以上は６～８時間）人の割合 

増加 
全体:44.3％ 
女性:41.4％ 

全体:60.0％ 
女性:50.0％ 

△ 

56 ストレスを解消できている人の割合 増加 58.9％ 70.0％  

57 
心理的苦痛を感じている人（こころの状態を評価
する指標(Ｋ６)の合計得点10点上）の割合 

減少 17.6％ 9.4％  

58 自殺死亡率（人口10万対）の平均値 減少 
14.9 

（Ｒ1～Ｒ5平均） 
9.5 

（Ｒ12～Ｒ16平均） 
 

59 ゲートキーパー養成数（Ｈ29より累計） 増加 累計185人 累計458人  

 

５ 食を通じた健康づくり 

目標指標 方向性 現状値 目標値 

60 
主食・主菜・副菜を組み合わせた食事が１日に２回以上の日
がほぼ毎日の人の割合 

増加 45.0％ 50.0％ 

61 野菜を多く使った料理を５皿以上摂取する人の割合 増加 2.6％ 5.0％ 

62 朝食を毎日食べる人の割合 増加 76.6％ 85.0％ 

63 食育に関心を持っている人の割合 増加 77.6％ 85.0％ 

64 天理市食育の日の認知度 増加 7.1％ 15.0％ 

65 食育推進に関わるボランティア登録者数（経年） 増加 73人 増加 

66 
食に対する体験学習実施している公立保育所、こども園・幼
稚園、小学校の割合 

維持 100％ 維持 

67 
給食で地場産物を使用する公立保育所、こども園・幼稚園、
小学校の割合 

維持 100％ 維持 

68 
給食で郷土料理や伝統料理を月に１回以上提供する公立保育
所、こども園・幼稚園、小学校の割合 

維持 100％ 維持 

69 伝統料理や郷土料理について関心がある人の割合 増加 50.9％ 60.0％ 

70 地元や奈良県産の食材を積極的に購入する人の割合 増加 76.6％ 85.0％ 

 

 

 
 

 

 

 

 

小鉢 

１皿分 

（70ｇ程度） 
野菜サラダ きゅうりと 

わかめの酢の物 

具だくさんの 

みそ汁 

ほうれん草の 

おひたし 

ひじきの 

煮物 

煮豆 

第３次健康づくり計画てんり（概要版）令和７年３月 
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